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委員会報告

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
決
算
額
3
5
8
億
3
2
8
3
万
円
、

歳
出
決
算
額
3
4
5
億
9
6
9
2
万

円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

12
億
3
5
9
1
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
4
3
5
9
万
円
を
控
除

し
た
実
質
収
支
額
は
11
億
9
2
3
1
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
額
を
財
源
別
に
み
る
と
、
自

主
財
源
が
1
0
6
億
5
8
1
4
万
円
で

歳
入
全
体
の
29
・
7
％
、
依
存
財
源
が

2
5
1
億
7
4
6
9
万
円
で
歳
入
全
体
の

70
・
3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
比

は
30
億
4
3
0
5
万
円
の
増
で
9
・
3
％

の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
発

行
最
終
年
度
で
あ
る
合
併
特
例
事
業
債
を

最
大
限
活
用
し
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施

設
の
長
寿
命
化
工
事
や
、
橋
梁
・
道
路
・

河
川
等
の
改
修
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
市
債
の
増
、
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
や
、
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
施
設

整
備
事
業
補
助
金
な
ど
の
国
庫
支
出
金
の

増
が
主
な
要
因
で
す
。

歳
出
決
算
額
の
主
な
款
別
執
行

額
は
、
民
生
費
1
0
4
億
66
万
円
、

教
育
費
41
億
5
7
0
万
円
、
総
務
費

38
億
8
3
6
1
万
円
、
衛
生
費
37
億

6
5
1
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度

比
は
24
億
1
6
2
0
万
円
の
増
で
7・5
％

の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人

事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
に
よ
る
人
件

費
や
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
扶
助

費
の
増
加
、
中
江
藤
樹
記
念
館
改
修
工
事

や
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
開
催
準
備
事
業
費
な
ど
に
よ

る
増
が
主
な
要
因
で
す
。

決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
執
行

の
結
果
や
行
政
効
果
を
客
観
的
に
検
証

し
、
今
後
の
予
算
編
成
や
財
政
運
営
に
活

か
さ
れ
る
よ
う
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果

議
第
54
号
お
よ
び
議
第
55
号
は
「
可

決
お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
」、
そ
の
他

5
議
案
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定

し
ま
し
た
。

令
和
6
年
度 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

決 算
特別委員会

委員長 磯部 亜希

■ 歳入歳出決算の状況
会　計 年　度 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一 般 会 計
令和 6年度 358億 3283万 345億 9692万 12億 3591万

令和 5年度 327億 8978万 321億 8072万 6億 906万

特 別 会 計
令和 6年度 124億 2937万 123億 3069万 9868万

令和 5年度 125億 2857万 123億 5039万 1億 7818万

事 業 会 計
（収益的収支のみ記載）

水 道
令和 6年度 11億 7960万 10億 3703万 1億 4257万

令和 5年度 11億 7938万 10億 1830万 1億 6108万

下 水 道
令和 6年度 24億 6720万 24億 5193万 1527万

令和 5年度 24億 6535万 24億 8706万 △ 2171万

病 院
令和 6年度 60億 4833万 66億 5074万 △ 6億 241万

令和 5年度 55億 6800万 57億 5562万 △ 1億 8762万
※令和 6年度より病院事業会計には、介護老人保健施設事業会計および訪問看護ステーション事業特別会計が統合された

■ 健全化判断比率の状況
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 県内市町平均（令和5年度） 早期健全化基準

実質赤字比率
（一般会計を中心とした赤字の割合） 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 12.60％

連結実質赤字比率
（全ての会計の赤字の割合） 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 17.60％

実質公債費比率
（年間の借金返済額の割合） 9.6％ 8.7％ 7.5％ 6.7％ 4.1％ 25.0％

将来負担比率
（将来負担が見込まれる負債の割合） 1.3％ ― ― ― ― 350.0％

◆健全化判断比率とは
自治体の財政状況を早期に把握し、破たんを防ぐことをねらいとして制定されたものです。
※早期健全化基準…この基準を超えると、財政再建のための計画つくり、立て直しに取り組む必要があります。

危険信号※

（単位：円）
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委員会報告

本会議での討論

議
第
50
号　

令
和
6
年
度
高

島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

反
対

森
脇　
徹 

議
員

非
課
税
世
帯
に
給
付
も
あ
っ
た

が
生
活
困
窮
は
継
続
。
新
ご
み
処

理
施
設
建
設
へ
、
搬
入
路
未
確
定

の
ま
ま
用
地
取
得
し
、
造
成
へ
進

め
た
。
ま
た
、
マ
キ
ノ
地
域
小
学

校
新
築
の
基
本
計
画
が
示
さ
れ
ず

に
基
本
設
計
費
用
を
骨
格
予
算
案

に
計
上
す
る
仕
組
み
が
実
行
さ
れ

た
年
度
。

議
第
51
号　

令
和
6
年
度
高

島
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

反
対

福
井 

節
子 

議
員

保
険
税
を
県
統
一
保
険
料
へ
、

市
独
自
の
健
診
等
が
失
わ
れ
る
の

を
危
惧
す
る
。
紙
保
険
証
を
マ
イ

ナ
保
険
証
に
切
り
替
え
る
が
、
利

用
率
は
国
保
36
％
と
低
迷
。
後
期

高
齢
者
に
は
資
格
確
認
証
を
全
員

に
届
け
た
が
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
揺
る
が
す
制
度
に
移
行
の

決
算
。

本会議での討論

議
第
69
号　

令
和
7
年
度
高

島
市
国
民
健
康
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
案

反
対

福
井 

節
子 

議
員

国
保
税
算
定
に
、
医
療
分
等

3
区
分
に
子
ど
も
子
育
て
支
援
区

分
を
加
え
、
強
制
的
に
国
保
と
後

期
高
齢
に
押
し
付
け
る
制
度
。
国

保
一
世
帯
当
り
平
均
月
3
5
0

円
、
後
期
高
齢
加
入
者
に
は
月

2
0
0
円
の
上
乗
せ
で
、2
年
目・

3
年
目
と
更
な
る
引
上
げ
を
予
定

す
る
。

議
第
73
号　

令
和
7
年
度
高

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

5
号
）
案

賛
成
賛
成

福
井 

節
子 

議
員

環
境
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
は
、
必

要
な
予
算
だ
。
マ
キ
ノ
小
学
校
統

廃
合
は
、
6
月
の
請
願
審
査
で
新

築
か
改
修
か
経
費
比
較
も
含
め
、

初
め
て
議
論
を
尽
く
し
た
。
今
後

は
、
説
明
責
任
を
果
た
し
住
民
合

意
と
納
得
の
下
、
喜
ば
れ
る
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
。

【
一
般
会
計
】

〇
低
所
得
者
支
援
給
付
金
給
付
事
業

令
和
6
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
に

お
い
て
、
定
額
減
税
補
足
給
付
に
不
足
が

生
じ
た
方
な
ど
に
迅
速
に
不
足
額
の
給
付

を
行
い
ま
す
。

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

地
域
お
こ
し
支
援
や
地
域
協
力
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
本
市
へ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

〇�「
た
か
し
ま
の
戦
国
」を
活
か
し
た
誘
客

促
進
事
業

大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
を
契
機

と
し
て
、
本
市
が
誇
る
戦
国
の
た
か
し
ま

の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
戦
国
に

ま
つ
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
観
光
資
源
と
し

て
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

〇�

マ
キ
ノ
地
域
の
小
学
校
統
合
施
設
整
備

事
業
お
よ
び
中
学
校
統
合
改
修
事
業

マ
キ
ノ
小
学
校
新
築
に
か
か
る
当
該

業
務
の
完
了
に
相
当
期
間
要
す
る
こ
と
か

ら
、
複
数
年
度
に
わ
た
る
契
約
締
結
を
行

う
に
あ
た
り
、
債
務
負
担
行
為
の
設
定
を

行
う
た
め
減
額
し
ま
す
。

〇
環
境
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

火
災
に
よ
り
環
境
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ベ

ヤ
の
一
部
お
よ
び
屋
上
の
爆
風
口
周
辺
ま

で
焼
損
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
機
械
設
備

等
の
修
繕
お
よ
び
、
火
災
の
再
発
を
防
止

す
る
た
め
消
火
設
備
お
よ
び
火
炎
探
知
機

の
増
設
を
行
い
ま
す
。

【
特
別
会
計
】

〇
産
業
用
地
開
発
事
業

滋
賀
県
と
共
同
で
実
施
す
る
産
業
用
地

開
発
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経
理
の

適
正
を
図
る
た
め
、
特
別
会
計
を
新
た
に

設
置
し
、
用
地
の
測
量
調
査
業
務
に
係
る

市
の
費
用
負
担
分
を
計
上
し
ま
す
。

採
決
の
結
果

付
託
さ
れ
た
6
議

案
は
、い
ず
れ
も
「
可

決
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
し
ま
し
た
。

予 算
常任委員会

委員長 磯部 亜希

補
正
予
算
の
主
な
事
業
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委員会報告

議
第
57
号　
高
島
市
議
会
議
員
お

よ
び
高
島
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基

準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
よ
り
、
選
挙
運
動
に
係
る
公

費
負
担
の
限
度
額
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
当
該
法
律
を
準
用
す
る
高
島
市
議

会
議
員
お
よ
び
高
島
市
長
選
挙
に
お
け
る

公
費
負
担
の
限
度
額
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
3
議
案
に
つ
い

て
も
、「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
61
号　
高
島
市
立
学
校
使
用

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

市
内
中
学
校
の
体
育
館
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
使
用

料
を
設
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
付
託
さ
れ
た
4
議
案
に
つ

い
て
も
、「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
66
号　
高
島
市
産
業
用
地
開

発
事
業
特
別
会
計
条
例
案

滋
賀
県
が
市
町
と
連
携
し
て
実
施
す

る
産
業
用
地
開
発
事
業
の
候
補
地
と
し

て
、
本
市
の
「
マ
キ
ノ
町
西
浜
地
先
」
が

選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法

第
2
0
9
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

開
発
事
業
に
関
す
る
経
理
を
行
う
た
め
の

特
別
会
計
を
新
設
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果

可
否
同
数
と
な
り
、
委
員
長
裁
決
に
よ

り
「
賛
成
多
数
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

本会議での討論

議
第
66
号　
高
島
市
産
業
用
地

開
発
事
業
特
別
会
計
条
例
案

反
対

森
脇　
徹 

議
員

産
業
用
地
開
発
計
画
は
大
事
な

施
策
だ
が
、
不
確
実
性
が
高
い
。

用
地
内
整
備
は
、
県
2
／
3
、
市

1
／
3
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
市
負
担
の
た
め
、
県

1
／
2
、
市
1
／
2
と
の
実
態
が

想
定
さ
れ
る
。
塩
漬
け
は
許
さ
れ

ず
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
基
本
計
画
を

見
る
べ
き
。

賛
成
賛
成

吉
見　
大 

議
員

産
業
用
地
開
発
事
業
は
、
新
た

な
産
業
や
企
業
を
呼
び
込
み
、
雇

用
と
活
力
を
生
み
出
す
大
変
重
要

な
事
業
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
た

可
能
性
を
開
拓
し
追
求
す
る
市
の

姿
勢
を
示
す
た
め
に
も
、
地
方
財

政
法
に
基
づ
く
特
別
会
計
の
設
置

は
必
要
で
あ
る
。
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総 務
常任委員会
委員長 森脇　徹

産業建設
常任委員会
委員長 藍原　章

文教福祉
常任委員会
委員長 是永　宙



8月4日に滋賀県近江八幡市議会において、「議会報告
会」についての行政視察調査を行いました。

近江八幡市議会においては、平成23年度から議会
報告会をコミュニティセンター等で開催していましたが、
年々参加人数は減少、さらに参加者が固定化されたこと
から、令和元年度より議会の取組みを可視化することを
念頭に、商業施設における「カフェ形式」での開催に変
更され、市民が気軽に議員に意見を伝えられる環境づく
りを進めておられます。

カフェコーナーや、キッズスペースを設けて立ち寄りや
すい雰囲気をつくり、市民が簡単に答えやすいアンケー
トをシール形式で行うことで、様々な世代の方に関心を
もってもらえるよう様々な工夫をされておられました。

カフェ形式については、市民と議会の距離を縮める有
効な手段であり、リラックスした雰囲気の中で率直な意
見が出やすいと感じましたので、高島市でも内容を工夫
すれば開催ができるのではと考えます。

高島市議会としても最初から大掛かりなことはできな
いにしても、市民の
関心の高まりや意見
聴取につながるよう
な取り組みを実現で
きるよう、検討を進
めていきたいと考え
ております。

議会広報広聴委員会 行政視察報告議会広報広聴委員会 行政視察報告8/4

議会改革推進会議では、タブレット端末の導入と予
算・決算の審議方法について、7月25日に野洲市議会を、 
7月30日に大津市議会を訪問し視察研修を行いました。

まずタブレット端末の導入については、野洲市議会で
は情報取得の迅速化が図れ、用紙代やコピー費用、資
料作成にかかる労務費など、約100万円程度の経費削減
にもつながっているとのことでした。

大津市議会では操作者の端末にあわせてタブレット画
面が一斉に動作する同期が可能であり、臨場感ある質問
ができるようになったことや、資料の共有やスケジュール
機能を活用することで利便性が向上したとのことでした。

次に予算・決算の審議方法については、両市とも従前
から分科会方式を採用しており、これまで審議過程にお
いて特に問題となるようなことは生じていないとのこと
でした。

高島市議会として
は、今回の視察内容
を参考に、議会改革
推進会議で検討を
進めていきたいと考
えております。

議会改革推進会議 行政視察報告議会改革推進会議 行政視察報告
7/
25・30

総務常任委員会 行政視察報告総務常任委員会 行政視察報告
7月31日は栃木県宇都宮市において、「移住定住の促進

について」をテーマに行政視察調査を行いました。
宇都宮市は、県庁所在地であり、東京まで新幹線で

50分足らずという地理的にも優位な地域ですが、人口減
少の懸念は他地域と同じく、15年後には10万人の減少が
見込まれており、その減少を5万人に食い止めようと様々
な施策を実施されています。

そのような中でも「移住定住促進」においては、市の
現状や社会情勢の分析に力を入れ、市をブランディング
するために移住促進プロモーションとして、テレビCMの
放映や通勤圏の電車のつり看板、首都圏の若者をターゲッ
トにした来訪意欲を喚起するSNS発信など、できうる移
住定住促進策を実施した結果、相談件数が12倍となり、
移住者数も13倍となったとのことでした。人口動態の分析
では若者の流出が多いため、若者や女性の結婚に向けた
マッチング施策の取り組みがあり、高島市も同様の課題
があることから、非常に参考となる内容でありました。

8月1日は宮城県仙台市において、「仙台市DX推進」を
テーマに行政視察調査を行いました。

仙台市では、「仙台市DX推進計画」を策定し、集中
改革期間や高度化期間を設け、着実な計画となるよう取
り組まれていました。目指す姿は、DX推進による「人と
市役所の関わりの変革」「書かない・行かない・待たない」
行政サービスの提供によって、その先の「人中心の行政サー
ビス」を提供することでありました。

市民が遭遇する手続きに、実際どれだけの時間がかか
るのかを調査するため、職員が市民の立場になり実際の
手続きを行い、現状を把握し、課題の洗い出しをした事
業などは大変参考になりました。

両市の取り組みを参考にし、当委員会として市の政策
に活かしていけるよう調査・研究していきたいと考えます。

7/31
・ 18/

宇都宮市視察 仙台市視察

5 高島市議会だより 2025. 第101号

各常任委員会視察報告



問
令
和
7
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
の
財
政
的
な
見
解
を
伺
う
。

答
市
長

令
和
7
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
義
務
的
経
費
に
加
え
、
こ
れ

ま
で
か
ら
実
施
し
て
き
た
継
続
事

業
を
中
心
と
し
た
予
算
編
成
で
、

予
算
規
模
は
、
骨
格
予
算
と
し
た

当
初
予
算
の
3
1
3
億
4
千
万
円

に
、
6
月
定
例
会
に
お
い
て
、
政

策
予
算
と
し
て
約
14
億
7
千
万
円

を
追
加
し
、
約
3
2
8
億
円
の
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
各
種
事
業
の
見
直
し
や

公
共
施
設
の
再
編
な
ど
行
財
政
改

革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
令
和
8
年
度
の
予
算
編
成
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
市
長

令
和
8
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
や

小
中
学
校
の
施
設
整
備
な
ど
の
大

型
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
種
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
歳
出
削
減
や
費
用
対
効
果
を

向
上
さ
せ
る
な
ど
行
財
政
改
革
を

全
庁
あ
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
高
島
市
の
魅
力

で
あ
る
、
美
し
い
水
や
緑
お
よ
び

景
観
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
文
化
や

歴
史
な
ど
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
長
期
財
政
計
画
の
改

訂
に
よ
り
将
来
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
、
高
島
市
の
魅
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
長
期
財
政
計
画
の
改
訂
の
見
通

し
を
伺
う
。

答
市
長

現
在
の
長
期
財
政
計
画
は
令
和

3
年
度
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
物
価
高
騰
や
国
の
賃
上
げ
政

策
な
ど
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
人
件
費
、

扶
助
費
な
ど
の
経
常
的
経
費
の

増
加
に
加
え
て
、
新
ご
み
処
理
施

設
の
整
備
や
マ
キ
ノ
地
域
小
学
校

の
新
築
統
合
な
ど
の
大
型
事
業
に

よ
り
財
政
状
況
に
変
化
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、
各
部

局
の
事
業
の
財
政
見
通
し
を
集
約

し
、
長
期
財
政
計
画
の
改
訂
を
進

め
て
い
ま
す
。

社
会
を
取
り
巻
く
環
境
や
財
政
状
況
に
変
化
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、各
部
局
の
事
業
の
財
政
見
通
し
を
集
約
し
、

長
期
財
政
計
画
の
改
訂
を
進
め
て
い
ま
す

答
長
期
財
政
計
画
の
改
訂
の
見
通
し
を
伺
う

長
期
財
政
計
画
の
改
訂
の
見
通
し
を
伺
う

問

令和 7 年度・8 年度
予算・今後の
財政見通しについて

市民クラブ すばる
髙木 広和 議員代表質問
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問
各
種
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
歳

出
削
減
や
費
用
対
効
果
の
向
上
な

ど
の
行
財
政
改
革
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
、

行
財
政
改
革
の
目
標
が
あ
れ
ば

伺
う
。

答
市
長

公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
ら
10
年
間
で
更
に
20
％
、

7‌

2
0
0
0
㎡
の
削
減
を
目
標
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
難
度

が
上
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
の
再
編
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

丁
寧
な
説
明
を
行
い
な
が
ら
将
来

に
向
け
た
再
編
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
長
期
財
政
計
画
の
改
訂
に
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
見
込
む
予
定

か
伺
う
。

答
市
長

現
時
点
で
は
具
体
的
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
現

在
、
計
画
し
て
い
ま
す
新
ご
み
処

理
施
設
整
備
事
業
や
、
マ
キ
ノ
地

域
小
学
校
の
新
築
統
合
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
も
見
込
む
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
、
各
種

事
業
の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
削
減

や
費
用
対
効
果
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
公
共
施
設
の
再
編
を
は
じ
め
と

す
る
行
財
政
改
革
の
推
進
と
あ
わ

せ
て
、
高
島
市
の
魅
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
を
進

め
る
よ
う
各
部
局
長
に
指
示
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

問
大
型
事
業
を
含
む
こ
れ
か
ら
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
、

合
理
性
、
利
便
性
ま
た
財
政
面
を

考
慮
し
た
精
査
や
検
討
も
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
市
長

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
既
に
計
画

し
て
お
り
ま
す
大
型
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
合
理
性
や
財
政
面
を

考
え
ま
し
て
、
精
査
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
令
和
6
年
度
ま
で
に
発
行
し
た

合
併
特
例
債
の
償
還
も
始
ま
る
な

か
で
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

や
小
中
学
校
の
施
設
整
備
な
ど
の

大
型
事
業
の
実
施
に
よ
り
公
債
費

の
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
す
る
が
、
今
後
の
公

債
費
の
見
通
し
や
市
債
発
行
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
市
長

令
和
9
年
度
ま
で
は
市
債
の
元

利
償
還
金
は
増
加
し
、
そ
の
後
、

減
少
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
8
年
度
以
降
、
新

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
や
小
中

学
校
の
改
修
事
業
な
ど
の
大
型
事

業
の
実
施
に
伴
い
、
国
・
県
の
補

助
金
に
加
え
て
、
市
債
発
行
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
将
来
の
負
担
と

な
り
ま
す
市
債
の
元
利
償
還
は
人

件
費
、
扶
助
費
と
合
わ
せ
て
義
務

的
経
費
と
な
る
た
め
市
の
財
政
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
の
市
債
発
行
に
つ
い
て
は
、

財
政
優
遇
措
置
の
あ
る
有
利
な
市

債
を
活
用
す
る
な
ど
、
後
年
度
の

財
政
負
担
の
抑
制
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

・�

新
し
い
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

・�

マ
キ
ノ
西
浜
・
産
業
用
地
開
発

事
業
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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問
全
火
器
の
実
弾
再
開
を
容
認

し
た
市
長
は
、
今
後
絶
対
に
起
こ

さ
な
い
担
保
を
ど
こ
に
求
め
ら
れ

た
か
。

答
市
長

再
発
防
止
策
と
し
て
、F
H
7
0

に
つ
い
て
は
、
弾
薬
と
装
薬
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
物
理
的
な
対
策

が
講
じ
ら
れ
、
そ
の
対
応
策
に
つ

い
て
実
際
に
こ
の
目
で
そ
の
実
効

性
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
饗

庭
野
演
習
場
で
使
用
の
全
火
器
に

つ
い
て
、
精
緻
な
点
検
が
行
わ
れ
、

演
習
場
外
に
着
弾
し
な
い
射
撃
要

領
へ
と
改
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
隊
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
、

隊
員
へ
の
研
修
計
画
が
示
さ
れ
た

こ
と
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
市

民
の
安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
対
策

内
容
で
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

問
現
在
、
市
と
防
衛
省
は
「
実
弾

射
撃
訓
練
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊

饗
庭
野
演
習
場
の
使
用
等
に
関

す
る
覚
書
」
を
再
発
防
止
策
と
し

て
交
わ
し
て
い
る
。
五
度
も
繰
り

返
す
事
故
を
受
け
、
よ
り
厳
し
い

確
約
文
書
が
必
要
で
は
な
い
か
、

抜
本
見
直
し
を
提
起
し
た
い
が

ど
う
か
。

答
市
長

覚
書
は
、
高
島
市
長
と
今
津
駐

屯
地
業
務
隊
長
と
の
間
で
、
滋
賀

県
知
事
公
室
長
と
中
部
方
面
総

監
部
幕
僚
長
の
立
会
人
の
下
、
平

成
27
年
に
締
結
し
、
演
習
場
の

使
用
や
安
全
管
理
等
に
つ
き
定
め

た
も
の
で
す
。
今
回
の
事
案
が
発

生
し
た
際
に
は
、
覚
書
が
遵
守
さ

れ
て
お
り
、現
時
点
に
お
い
て
、「
覚

書
」
の
抜
本
的
な
見
直
し
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

問
見
直
す
べ
き
で
す
。
覚
書
の
署

名
人
は
、
甲
は
市
長
、
相
手
方
乙

は
中
部
方
面
総
監
、
立
会
人
に
は

滋
賀
県
知
事
や
防
衛
大
臣
に
す
る

こ
と
で
、
お
互
い
に
緊
張
感
を
も
っ

て
饗
庭
野
演
習
場
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
市
長

今
回
の
事
案
対
応
で
は
覚
書
が

遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

提供：滋賀県知事公室防災危機管理局

再
発
防
止
策
と
し
て
、
Ｆ
Ｈ
７
０
に
つ
い
て
は
、
弾
薬
と
装
薬
の
取
り
扱
い
に 

つ
い
て
物
理
的
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
そ
の
対
応
策
の
実
効
性
に
つ
い
て
実
際

に
こ
の
目
で
確
認
し
ま
し
た

答
全
火
器
の
実
弾
再
開
を
容
認
し
た
市
長
は
、

全
火
器
の
実
弾
再
開
を
容
認
し
た
市
長
は
、

今
後
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
担
保
を
ど
こ
に
求
め
ら
れ
た
か

今
後
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
担
保
を
ど
こ
に
求
め
ら
れ
た
か

問

5 回の場外着弾事件
を総検証し、「覚書」
の抜本見直しを

日本共産党高島市議団
森脇　徹 議員代表質問
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お
り
、
こ
の
覚
書
の
性
質
上
、
現

段
階
に
お
い
て
は
、
こ
れ
自
体
の
見

直
し
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
確
認
し
た
再
発
防
止
策
を
重
視

し
て
、
自
衛
隊
、
防
衛
省
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
区
長
へ
の
説
明
だ
け
で
な
く
、

区
長
以
外
の
役
員
や
関
係
住
民
や

市
民
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
、

実
弾
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

の
時
期
に
開
催
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
防
衛
側
に
そ
の
意

思
を
伝
え
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
か
。

答
市
長

そ
の
重
要
性
は
十
分
理
解
で
き

ま
す
が
、
現
段
階
に
お
い
て
自
衛

隊
に
説
明
会
を
求
め
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
今
後
、
自
衛

隊
と
の
議
論
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
今
城
市
長
が
財
政
危
機
を
表
明

す
る
下
、
新
環
境
セ
ン
タ
ー
、
小

学
校
新
築
、
産
業
用
地
開
発
、
安

曇
川
1
5
0
ha
圃
場
整
備
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
計
画
に
加
え
、
地

域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
維
持
な
ど
財

源
が
厳
し
い
中
、
長
期
財
政
計

画
の
抜
本
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
市
長

現
在
、
市
の
財
政
は
人
件
費
、

扶
助
費
な
ど
経
常
的
経
費
が
増
加

す
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
令
和

8
年
度
以
降
、
大
型
事
業
を
進
め

る
う
え
で
大
き
な
財
政
負
担
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
事
業
に
必
要
と
な

る
財
源
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
事

業
の
見
直
し
や
公
共
施
設
の
再
編

等
の
行
財
政
改
革
を
進
め
、
将
来

に
向
け
た
財
政
の
見
通
し
を
可
能

な
限
り
明
ら
か
に
し
、
健
全
な
行

財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。
本
年

度
、
長
期
財
政
計
画
の
改
訂
を
進

め
て
お
り
、
将
来
に
つ
な
げ
る
様
々

な
施
策
を
進
め
ま
す
が
、
庁
内
の

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
市
民
の

皆
さ
ま
や
民
間
事
業
者
の
方
々
と

の
協
力
体
制
を
構
築
し
、
高
島
市

の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
市
政
運
営
に
、
市
民
の
理
解
と

協
力
を
得
る
た
め
に
は
、
い
ち
ご

補
助
金
3
億
7
3
7
5
万
円
の
徹

底
回
収
と
事
実
解
明
の
公
約
実
現

は
避
け
て
通
れ
な
い
。
市
長
と
し

て
、
現
在
の
局
面
と
今
後
の
打
開

策
を
伺
う
。

答
市
長

相
手
方
の
代
理
人
弁
護
士
か
ら

大
阪
高
等
裁
判
所
に
控
訴
さ
れ
て

お
り
ま
す
補
助
金
返
還
請
求
事

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
7
月

3
日
に
控
訴

審
の
第
1
回

口
頭
弁
論

が
あ
り
、
次

回
、
控
訴

審
判
決
が

あ
る
と
訴
訟

委
任
弁
護
士
か
ら
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

問

い
ち
ご
補
助
金
3
億

7
3
7
5
万
円
未
回
収
課
題
に
つ

い
て
、
今
年
度
の
決
算
主
要
施
策

成
果
説
明
書
、
各
種
徴
収
実
績

欄
、
諸
収
入
の
雑
収
入
に
、
滞
納

繰
越
分
と
し
て
3
億
7
3
7
5
万

円
が
未
収
で
あ
る
記
載
が
さ
れ
た

こ
と
は
評
価
し
た
い
。
㈱
風
車
に

対
し
て
は
、
毅
然
と
論
破
し
て
い

た
だ
い
て
、
債
権
の
徹
底
的
な
回

収
を
求
め
た
い
。
市
長
の
大
意
を

伺
う
。

答
市
長

補
助
金
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
決
算
で
も
わ
か
る
よ
う
に
明

記
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、

非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
全
力
で
向

き
合
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

・�

2
5
0
億
円
余
の
環
境
セ
ン
タ
ー

に
、
40
億
円
の
産
業
立
地
、
進
め

て
良
い
の
か

そ
の
他
の
質
問

大
型
事
業
は
市
民

本
位
に
見
直
し
、

経
済
危
機
・
財
政

危
機
打
開
を
図
れ
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問
市
長
就
任
時
、
新
校
舎
建
設
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
開
校
準
備
協
議
会
や
保
護
者

へ
の
説
明
も
議
会
か
ら
言
わ
れ
て
行

い
、
所
信
表
明
の
情
報
公
開
の
徹

底
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
市
長

就
任
後
市
民
の
方
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
新
小
学
校
の
新
築
が

財
政
上
適
切
か
確
認
す
べ
き
で
あ

り
、
教
育
委
員
会
と
の
検
討
や
、

6
月
議
会
の
請
願
を
重
く
受
け
止

め
て
の
検
討
も
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
開
校
準
備
協
議
会
や
保
護
者

の
方
へ
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅
れ
が

明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
説
明
を
行

う
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

問
当
初
予
算
を
上
げ
る
前
に
精
査

す
べ
き
こ
と
で
、
費
用
比
較
は
昨
年

に
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
新

築
で
い
こ
う
と
い
う
基
本
方
針
が
出

さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

答
市
長

新
築
と
改
修
の
財
政
負
担
を
比

較
検
討
し
た
教
育
委
員
会
の
記
録

は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
市
長
に

就
任
し
て
か
ら
比
較
の
協
議
を
開

始
し
ま
し
た
。

問
教
育
委
員
会
か
ら
は
昨
年
の

4
月
に
は
で
き
て
い
た
と
説
明
が

あ
っ
た
が
。

答
市
長

昨
年
度
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
長
、
本
当
か
。

答
教
育
長

市
の
財
政
負
担
は
概
算
で
大
き

く
変
わ
ら
な
い
と
踏
ま
え
て
新
築
の

基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

問
6
月
議
会
で
も
教
育
指
導
部
長

か
ら
、
全
体
の
概
算
比
較
を
し
て

基
本
方
針
を
作
っ
た
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
。

答
市
長

教
育
委
員
会
と
し
て
組
織
的
な

も
の
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問
市
長
と
教
育
委
員
会
の
言
っ
て
る

こ
と
が
ば
ら
ば
ら
だ
が
。

答
市
長

昨
年
度
は
な
く
教
育
委
員
会
に

比
較
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

問
そ
ん
な
状
態
で
当
初
予
算
に
あ

げ
た
の
か
。

答
市
長

ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
っ
て
も
市

民
の
声
や
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え

て
比
較
検
討
見
直
し
を
し
て
い
く

現
時
点
で
は
、
令
和
10
年
9
月
の
2
学
期
、
ま
た
は
令
和
11
年
1
月
の

3
学
期
か
ら
の
使
用
開
始
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
遅
れ
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す

答
説
明
会
で
保
護
者
か
ら
木
造
で
は
な
く
、

説
明
会
で
保
護
者
か
ら
木
造
で
は
な
く
、
R
C
R
C
造
で
造
で

令
和
令
和
1010
年年
44
月
に
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
と
あ
り
令
和

月
に
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
と
あ
り
令
和

1010
年年
44
月
開
校
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月
開
校
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
調
整
等
な
ん
と
か
な
ら
な
い
の
か

の
調
整
等
な
ん
と
か
な
ら
な
い
の
か

問

マキノ小学校建設に
関する市長が示した
方針転換と市長の今
までの進め方に問題
はなかったのか

真志会
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と
い
う
こ
と
で
、
予
算
が
通
っ
た
後

に
検
討
し
ま
し
た
。

問
そ
の
検
討
を
し
た
後
で
、
予
算

に
計
上
す
べ
き
で
は
。

答
市
長

当
初
予
算
の
際
に
検
討
す
べ
き
で

す
が
就
任
後
1
週
間
で
、
ど
う
し

て
も
間
に
合
わ
な
い
た
め
マ
キ
ノ
小

学
校
の
新
設
を
当
初
予
算
に
上
程

し
ま
し
た
。
前
後
に
な
っ
て
し
ま
い

申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
検
討
が
不
十
分
な
ら
6
月
の
政

策
予
算
に
上
げ
る
も
の
だ
。
間
に

合
わ
ず
、
6
月
に
回
さ
れ
た
も
の

も
あ
る
。
そ
れ
を
当
初
予
算
に
上

げ
、
そ
の
後
に
検
討
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答
市
長

マ
キ
ノ
中
学
校
の
隣
接
地
に
建
設

す
る
の
は
望
ま
し
い
と
考
え
当
初
予

算
に
上
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
方
の

新
築
を
心
配
す
る
声
か
ら
改
め
て

検
討
し
ま
し
た
。

問
議
決
の
重
さ
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
市
長

議
決
に
つ
い
て
は
重
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

問
請
願
を
不
採
択
し
た
が
ど
う
か
。

答
市
長

市
議
会
で
議
論
し
て
い
る
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
の
で
、
請

願
が
可
決
か
否
決
か
分
か
ら
な
い

状
態
で
事
業
を
進
め
に
く
く
、
請

願
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

組
織
と
し
て
新
築
で
意
思
統
一
し
ま

し
た
。

問
合
理
的
な
理
由
も
な
く
計
画
が

遅
れ
る
こ
と
に
ど
う
責
任
を
と
る
の

か
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
協

議
会
、
教
職
員
の
方
等
多
く
の
方

が
令
和
10
年
4
月
開
校
に
向
け
て

動
い
て
下
さ
っ
て
い
る
の
に
、
謝
罪

だ
け
で
済
む
の
か
。

答
市
長

協
議
会
、
保
護
者
の
方
へ
の
説

明
会
で
、
新
校
舎
の
使
用
開
始
時

期
が
遅
れ
る
こ
と
を
お
詫
び
し
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
ま
し

た
。
ご
意
見
を
可
能
な
限
り
反
映

さ
せ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
着
実
な
進
捗

管
理
を
行
い
、
保
護
者
や
地
域
の
方

へ
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
う
よ
う

教
育
委
員
会
と
話
し
合
い
指
示
し

て
い
き
ま
す
。

問
説
明
会
で
保
護
者
か
ら
木
造
で

は
な
く
、
R‌

C
造
で
令
和
10
年

4
月
に
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
と
あ
り

令
和
10
年
4
月
開
校
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
等

な
ん
と
か
な
ら
な
い
の
か
。

答
教
育
長

現
時
点
で
は
、
令
和
10
年
9
月

の
2
学
期
、
ま
た
は
令
和
11
年

1
月
の
3
学
期
か
ら
の
使
用
開
始

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
遅
れ

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

問
市
長
の
独
断
で
方
針
転
換
す
る

の
な
ら
相
当
の
覚
悟
と
準
備
が
必

要
だ
が
、
そ
れ
す
ら
な
し
に
混
乱

を
き
た
す
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
う
が

ど
う
か
。

答
市
長

早
急
に
建
設
を
進
め
る
た
め
の

様
々
な
工
夫
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
方
針
変
更

を
伴
う
場
合
に
は
、
事
前
の
調
査

や
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
丁

寧
な
説
明
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
島
市
長
期
財
政

計
画
の
見
直
し
と

財
政
に
影
響
を
与

え
る
事
柄
に
つ
い
て

問
新
ご
み
処
理
施
設
を
泰
山
寺

地
先
で
進
め
る
と
い
つ
明
言
す
る

の
か
。

答
市
長

泰
山
寺
で
新
ご
み
処
理
施
設

の
整
備
を
進
め
る
以
外
は
難
し
い

で
す
。

問
そ
こ
し
か
な
い
の
な
ら
、
表
明
さ

れ
た
ら
ど
う
か
。

答
市
長

周
辺
地
域
の
合
意
形
成
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

早
期
に
表
明
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

・�

マ
キ
ノ
地
域
の
産
業
用
地
開
発

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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・�

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

問
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
対

応
策
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
環
境
部
長

早
期
の
発
見
と
適
切
な
防
除
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
に
は
特
定
外
来
生
物
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
そ
の
脅
威
に
つ
い
て
認
識
し
て

お
り
、
環
境
部
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
特
定
外
来
生
物
の
生
息
地
域

の
拡
大
を
防
止
し
、
生
態
系
を
保

存
す
る
、
保
全
す
る
観
点
か
ら
、

環
境
省
あ
る
い
は
滋
賀
県
等
の
関

係
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
に

つ
い
て
、
適
宜
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
る
市
民
へ
の
周
知
と

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
市
内
に
は
海
津
大
崎

の
桜
並
木
や
新
旭
町
の
湖
岸
桜

並
木
な
ど
、
地
域
の
方
々
や
市
民

団
体
の
皆
さ
ま
に
よ
っ
て
保
全
管

理
さ
れ
て
い
る
桜
並
木
が
存
在
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
以
降
、
チ
ラ
シ
の

配
布
や
勉
強
会
の
開
催
な
ど
、
こ

れ
ま
で
か
ら
早
期
発
見
に
向
け
た

取
り
組
み
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
生
息
や
食
害
の

発
見
が
懸
念
さ
れ
る
木
々
は
、
市

内
各
所
の
身
近
な
場
所
に
点
在
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
管
理
の
目
が

届
か
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

市
内
全
域
を
面
で
捉
え
た
早
期
発

見
の
取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
今
後
も
警
戒
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
よ
り
丁
寧
な
広
報

活
動
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
広
く
一
般
市
民
に
対
す
る
積
極

的
な
周
知
や
、
協
力
い
た
だ
く
た

め
の
具
体
的
な
動
き
が
今
後
問
わ

れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
環
境
部
長

広
報
た
か
し
ま
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
継
続
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
防
災
無
線
に
よ
る

呼
び
か
け
や
、
さ
ら
に
は
ク
ビ
ア

カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
早
期
発
見
と

駆
除
方
法
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を

市
民
の
方
々
に
回
覧
や
配
布
す
る

な
ど
、
市
民
に
自
分
事
と
し
て
捉

え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
啓
発
活
動

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
直
近
で
は
、
10
月
の
広
報
た

か
し
ま
に
掲
載
す
る
こ
と
、
あ
と

防
災
無
線
の
広
報
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

出典先：クリエイティブ・コモンズ

クビアカツヤカミキリ

特定外来生物クビアカ
ツヤカミキリの対応に
ついて

廣部 真造 議員

広
報
た
か
し
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

防
災
無
線
に
よ
る
呼
び
か
け
や
、
チ
ラ
シ
を
市
民

の
方
々
に
回
覧
や
配
布
す
る
な
ど
考
え
て
い
ま
す

答
早
期
発
見
の
為
に
は
、
よ
り
多
く

早
期
発
見
の
為
に
は
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
早
期
発
見

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
早
期
発
見

の
協
力
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と

の
協
力
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が

考
え
る
が

問
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問
自
主
財
源
強
化
に
向
け
、
企
業

や
オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

市
内
の
企
業
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
は
、
継
続
的
な
税
収
確
保
や

雇
用
創
出
等
に
つ
な
が
る
極
め
て

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
高
島
市
企

業
誘
致
条
例
に
基
づ
く
助
成
や
県

と
連
携
し
た
産
業
用
地
開
発
事
業

に
つ
い
て
も
、
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
従
来
の
工

場
誘
致
に
限
ら
ず
、
自
然
や
街
並

み
を
活
か
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
誘
致
も
想
定
し
て
お
り
、
市

ば
か
り
で
な
く
官
民
共
創
で
取
り

組
む
も
の
と
し
て
、
ま
ず
は
庁
内

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織

し
、
課
題
整
理
や
事
例
研
究
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
は
ど

の
よ
う
な
業
種
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

本
市
は
豊
か
な
自
然
を
強
み
と

す
る「
地
方
型
」を
想
定
し
て
お
り
、

I‌

T
、
情
報
通
信
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
創
造
的
な
産
業
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
す
で
に
研
修
で
高
島
を
訪

れ
る
企
業
も
あ
り
、
ま
ず
は
関
係

人
口
と
し
て
関
わ
る
企
業
に
働
き

か
け
、
誘
致
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
ま
す
。

問
現
在
の
条
例
を
改
正
す
る
予
定

は
な
い
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

当
面
は
条
例
改
正
を
予
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
雇
用
情
勢
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
形
の
改
正

は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て

は
、
何
が
必
要
か
を
検
討
、
課
題

抽
出
し
ま
し
て
、
そ
の
後
、
施
設

利
用
の
点
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

方
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
官
民

共
創
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
企
業
支
援
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ

調
査
の
現
状
は
。

答
商
工
観
光
部
長

現
在
の
と
こ
ろ
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
合
同
就
職
面
接
会
な
ど

で
お
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

問
今
後
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

そ
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

自主財源強化に向けた
企業誘致・中小企業支
援と人材確保について

市
ば
か
り
で
な
く
官
民
共
創
で
取
り
組
む 

も
の
と
し
て
、
ま
ず
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
織
し
、
課
題
整
理
や
事
例
研
究
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す

答
自
主
財
源
強
化
に
向
け
、
企
業

自
主
財
源
強
化
に
向
け
、
企
業

や
オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
ど
の
よ
う

や
オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
の
か

に
進
め
て
い
る
の
か

問

髙取 誠隆 議員
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問
不
登
校
の
対
応
に
つ
い
て
、
不

登
校
の
態
様
や
兆
候
・
要
因
等
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ
イ
ル
」

等
の
相
談
先
の
紹
介
な
ど
、
体
系

的
で
専
門
的
知
見
も
踏
ま
え
ら
れ

た
冊
子
等
の
配
布
や
校
内
学
習
会

な
ど
を
通
じ
て
保
護
者
に
広
く
周

知
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

保
護
者
の
皆
様
へ
向
け
た
「
子

育
て
の
困
り
ご
と
、
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
の
改
訂
版
に
、
不
登
校
の

態
様
や
兆
候
、「
ス
マ
イ
ル
」
の

紹
介
お
よ
び
専
門
的
知
見
を
踏

ま
え
た
家
庭
に
お
け
る
接
し
方
や

サ
ポ
ー
ト
の
方
法
な
ど
も
記
載
し
、

広
く
啓
発
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
保
護
者
や

地
域
の
方
々
を
対
象
と
し
た
不
登

校
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
な
ど

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
予
防
的
措
置
の
た
め
専
門
的
観

点
か
ら
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

講
じ
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

潜
在
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
よ
う
な
予
防
的

措
置
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
発
生
を

予
防
す
る
た
め
の
市
と
し
て
の
理

念
、
心
構
え
を
問
う
。

答
教
育
指
導
部
長

不
登
校
が
生
じ
な
い
よ
う
魅
力

あ
る
、
い
じ
め
や
暴
力
行
為
を
許

さ
な
い
学
校
づ
く
り
、
児
童
生
徒

の
学
習
状
況
に
応
じ
た
指
導
や

配
慮
、
将
来
の
社
会
的
自
立
に
向

け
た
生
活
習
慣
づ
く
り
な
ど
に
つ

い
て
、
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応

じ
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

今
後
も
す
べ
て
の
教
職
員
が
こ

れ
ら
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研

修
機
会
を
確
保
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
さ
ら
な
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ス
マ
イ
ル
」
の
拡
充
、
利
用
者

支
援
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

「
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
令
和
7
年

度
か
ら
教
員
免
許
を
持
つ
指
導
員

を
6
名
に
増
員
し
、
市
独
自
で
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

拠
点
を
「
ス
マ
イ
ル
」
に
変
更
し
、

個
別
の
相
談
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
き
め
細
か
い
支
援
充

実
の
た
め
、「
ス
マ
イ
ル
」
の
環
境

整
備
や
指
導
員
や
相
談
員
の
配
置

な
ど
の
体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

清水 大粋 議員

不登校の予防・対応に
関する施策等の拡充に
ついて

「
子
育
て
の
困
り
ご
と
、あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
の
改
訂
版
に
、不
登
校
の
態
様
や
兆
候
、

「
ス
マ
イ
ル
」
の
紹
介
お
よ
び
専
門
的
知
見
を
踏
ま
え
た
家
庭
に
お
け
る
接
し
方
や

サ
ポ
ー
ト
の
方
法
な
ど
も
記
載
し
、
広
く
啓
発
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

答
不
登
校
の
対
応
に
つ
い
て
、
体
系
的
で
専
門
的
知
見
も
踏
ま

不
登
校
の
対
応
に
つ
い
て
、
体
系
的
で
専
門
的
知
見
も
踏
ま

え
ら
れ
た
冊
子
等
の
配
布
や
校
内
学
習
会
な
ど
で
保
護
者
に

え
ら
れ
た
冊
子
等
の
配
布
や
校
内
学
習
会
な
ど
で
保
護
者
に

広
く
周
知
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か

広
く
周
知
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か

問
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問
マ
キ
ノ
南
小
学
校
と
マ
キ
ノ
西

小
学
校
を
先
行
的
に
統
合
す
る
こ

と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
教
育
指
導
部
長

こ
れ
ま
で
か
ら
保
護
者
や
地
域

の
方
々
、
さ
ら
に
は
学
校
関
係
者

に
も
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
先
行
的
に
2
校
を
統
合
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る

予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
マ
キ
ノ
南
小
学
校
の
老
朽
化
が
著

し
く
、
で
き
る
だ
け
早
く
教
育
環
境

の
整
っ
た
校
舎
で
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
が
、
新
校
舎
完
成
ま
で

3
年
も
待
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
教
育
指
導
部
長

市
内
全
域
の
学
校
施
設
の
修
理
・

修
繕
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
実
情
を

把
握
し
、
基
本
的
に
は
優
先
順
位
を

も
と
に
計
画
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
男
女
比
に
偏
り
が
あ
る
ク
ラ
ス

は
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
に

と
っ
て
大
変
深
刻
な
問
題
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
教
育
指
導
部
長

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
お
り
、
マ
キ
ノ
地
域
に
お
い
て
は
、

令
和
10
年
4
月
の
統
合
に
向
け
て

手
順
を
踏
ん
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
マ
キ
ノ
の
出

生
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ

り
、
新
し
い
学

校
で
も
複
式
学

級
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
教
育
指
導
部
長

当
面
の
期
間
は
単
式
学
級
で
推

移
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
市
内
の
統
合
を
進
め
る
場
合
、
意

思
確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
教
育
指
導
部
長

保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
学
校

関
係
者
へ
の
説
明
後
、
保
護
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
基
本
方
針

を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
マ
キ
ノ
地
域
は
、
10
年
以
上
前
か

ら
統
合
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。

当
初
か
ら
地
域
住
民
と
の
協
議
の
場

を
定
期
的
に
設
け
、
合
意
形
成
を
図

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
教
育
指
導
部
長

今
回
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の

方
々
、
学
校
関
係
者
の
方
々
へ
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実

施
し
て
、
丁
寧
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

問
マ
キ
ノ
小
学
校
の
統
合
、
新
築

に
関
し
て
、
地
域
住
民
へ
の
説
明

は
十
分
だ
っ
た
と
い
え
る
の
か
。

答
教
育
指
導
部
長

で
き
る
限
り
多
く
の
機
会
を
通
じ

て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
丁
寧
に

伺
い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

・�

全
国
か
ら
行
き
た
く
な
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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10 9 8 7 6 5 4 3 2

マキノ町出生数（令和7年3月31日付）

1 0

32

22

2525
32
2727
21 20

1717 1616
20
12

（歳）

高島市における小中学校
の再編について
―子どもたちにとってよりよい
教育環境とは―

保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
学
校
関
係
者
等
へ

の
説
明
後
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
基
本
方
針
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す

答
市
内
の
統
合
を
進
め
る
場
合
、

市
内
の
統
合
を
進
め
る
場
合
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
意
思

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
意
思

確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

問

松木 純子 議員
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・�

高
島
市
民
の
公
共
交
通
手
段
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

問
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
市
で

は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
予
想
さ
れ

る
の
か
。

答
政
策
部
長

高
島
市
地
域
防
災
計
画
お
よ
び

災
害
時
参
集
職
員
体
制
表
に
基
づ

き
、
震
度
5
弱
で
災
害
警
戒
本
部

体
制
、
震
度
6
弱
以
上
で
災
害
対

策
本
部
体
制
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
で
対
象
と
な
る
職
員
が
参

集
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
被
害
が
大
き
く
、
市
職
員
の
み

で
十
分
な
応
急
対
応
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
国
や
県
、
近
隣
自
治

体
等
の
支
援
を
受
け
て
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
大
規
模
地

震
発
生
時
に
は
職
員
自
身
も
被
災

し
、
さ
ら
に
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
職
員
参
集

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、

災
害
対
応
を
発
災
直
後
か
ら
十
分

に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

問
共
助
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
強

化
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
政
策
部
長

災
害
対
応
は「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を

果
た
し
、
相
互
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
大
き
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ

ま
す
。「
公
助
」
の
実
施
に
は
時
間

を
要
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
災
害
発
生
時
の
初
動
期
に

お
い
て
は
、
被
災
者
自
ら
が
自
分

自
身
や
家
族
の
生
命
や
財
産
を
守

る
「
自
助
」、
隣
近
所
や
区
・
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
で

取
り
組
む
「
共
助
」
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
向
上
に
は
特
に

「
共
助
」
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
防
災
研
修
会
を
実
施
し

区
・
自
治
会
へ
の
出
前
講
座
を
開

催
す
る
ほ
か
、
様
々
な
機
会
を
と

ら
え
て
、
災
害
発
生
時
の
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
協
力
、

支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
多
く
の
市
民
に
対
し
て
共
助
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
、
今
ま
で

以
上
に
連
携
・
協
力
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
危
機
管
理
監

高
島
市
災
害
ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動

連
絡
協
議
会
に
は
、
地
区
防
災
計

画
の
重
要
性
や
、
風
水
害
時
の
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
今

ま
で
よ
り
幅
広
い
内
容
で
防
災
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。「
共
助
」
の
大
切
さ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
連
携
・

協
力
し
て
地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

災害に強い高島市の
体制づくりについて

井上 佳郎 議員

地
域
の
防
災
力
向
上
の
為
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
特
に
「
共
助
」
の
取
組
み
を
強
化
し
ま
す

答
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
市
で
は

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
市
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
が
予
想
さ
れ
る

ど
の
よ
う
な
対
応
が
予
想
さ
れ
る

の
か
の
か

問
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問
誘
致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
業

種
・
規
模
の
企
業
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

現
時
点
に
お
い
て
は
誘
致
を
行

う
業
種
や
規
模
等
は
限
定
し
て
お

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
県
が
実
施
し
て
い
る
企

業
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お

い
て
は
、
県
お
よ
び
本
市
に
お
い

て
付
加
価
値
額
の
構
成
比
が
最
も

高
い
産
業
で
あ
り
、
既
存
産
業
と

の
相
乗
効
果
や
産
業
連
関
が
期
待

で
き
る
分
野
と
し
て
の
製
造
業
に

加
え
、
物
流
業
を
誘
致
す
べ
き
有

力
候
補
と
位
置
づ
け
、
主
な
調
査

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

問
工
業
団
地
化
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

柔
軟
な
誘
致
方
策
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
産
業
用

地
開
発
事
業
で
も
あ
り
、
工
場
等

の
生
産
拠
点
が
立
地
す
る
エ
リ
ア

と
、
商
業
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
立

地
す
る
誘
客
エ
リ
ア
を
併
設
し
た

例
も
あ
り
、
立
地
推
進
策
に
つ
い

て
は
、
可
能
性
は
排
除
せ
ず
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問
市
は
浜
園
地
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
、
今
後
の
維
持
管

理
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
環
境
部
長

浜
園
地
や
自
然
公
園
施
設
の
維

持
管
理
は
、
市
が
県
か
ら
の
委
託

を
受
け
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
業
務
内
容
は
決
し

て
満
足
な
維
持
管
理
が
行
え
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
市
と
し
て

は
、
令
和
8
年
度
に
お
け
る
滋
賀

県
予
算
編
成
に
際
し
ま
し
て
、
適

正
な
予
算
の
確
保
と
県
に
よ
る
維

持
管
理
体
制
の
確
保
を
滋
賀
県
に

対
し
て
強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

問
湖
岸
の
公
共
空
間
を
「
守
る
コ

ス
ト
」
か
ら
「
活
か
す
資
源
」
へ

転
換
す
る
考
え
方
が
あ
る
か
。

答
環
境
部
長

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
近
年

は
人
手
や
予
算
の
不
足
か
ら
円
滑

な
維
持
管
理
に
支
障
を
き
た
し
て

お
り
、こ
の
ま
ま
で
は
、近
い
将
来
、

現
行
の
維
持
管
理
で
さ
え
困
難
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
新
た

な
発
想
に
基
づ
い
た
仕
組
み
づ
く

り
や
考
え
方
の
転
換
に
つ
い
て
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
管
理
体
制

の
改
善
と
観
光
資
源
と
し
て
の
幅

広
い
活
用
の
両
立
が
目
指
せ
る
よ

う
、
先
進
的
な
事
例
の
情
報
収
集

等
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

産業の裾野拡大に向けた
北部地域の基盤整備と
湖岸資源活用について

立
地
推
進
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
性
は
排
除
せ

ず
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

答
工
業
団
地
化
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

工
業
団
地
化
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

柔
軟
な
誘
致
方
策
に
つ
い
て
、

柔
軟
な
誘
致
方
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

問

吉見　大 議員
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柔
軟
剤
な
ど
に
含
ま
れ
る
合
成

香
料
が
原
因
と
な
っ
て
体
調
不
良
や

健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
「
香
害
」

に
つ
い
て
の
全
国
的
な
調
査
報
告
が

8
月
に
発
表
さ
れ
、
小
中
学
生
の

10
・
1
％
が
頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
の

症
状
に
陥
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

問
香
害
の
啓
発
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

国
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
市

役
所
、
各
支
所
や
公
民
館
に
掲
示

し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

S
N
S
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
啓
発
を
目
的
に
講
座
の
開
催
な

ど
は
で
き
な
い
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

保
健
所
な
ど
の
地
域
の
関
係
機

関
と
も
相
談
し
な
が
ら
情
報
収
集

や
理
解
を
深
め
、
体
制
や
人
材
が

整
え
ば
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

問
学
校
の
保
健
調
査
票
に
香
害
の

項
目
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

保
健
調
査
票
に
「
学
校
に
知
ら
せ

て
お
き
た
い
こ
と
」
の
記
載
欄
を
設

け
て
い
ま
す
。調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、

学
校
医
等
の
助
言
も
い
た
だ
き
な
が

ら
十
分
な
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
教
職
員
に
対
す
る
香
害
に
つ
い

て
の
研
修
を
し
て
い
る
か
。

答
教
育
指
導
部
長

市
内
の
半
数
以
上
の
小
中
学
校

に
お
い
て
、
職
員
会
議
や
校
内
研

修
会
等
の
機
会
に
、
合
成
香
料
に

よ
る
健
康
被
害
へ
の
対
応
に
関
す

る
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
当
事
者
の
し
ん
ど
さ
、
悩
み
が

伝
わ
る
よ
う
な
研
修
内
容
に
改
善

で
き
な
い
か
。

答
教
育
指
導
部
長

香
料
に
よ
る
体
調
不
良
の
悩

み
に
寄
り
添
う
こ
と
や
、
過
ご
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
手

立
て
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
研
修
と
な
る
よ
う

学
校
に
周
知
し
ま
す
。

問
災
害
避
難
時
の
退
避
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
政
策
部
長

広
域
避
難
所
で
の
受
付
時
に
申

し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
災
害

時
要
配
慮
者
の
方
と
同
様
に
、
他

の
避
難
者
と
は
区
分
さ
れ
た
生
活

ス
ペ
ー
ス
の
割
り
当
て
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

問
琵
琶
湖
の
環
境
を
守
る
観
点
か

ら
、
県
や
国
に
対
し
て
柔
軟
剤
の

製
造
や
販
売
の
規
制
を
求
め
て
は

ど
う
か
。

答
環
境
部
長

国
や
県
に
お
い
て
環
境
汚
染
や

健
康
被
害
に
つ
い
て
の
専
門
的
な

調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の

と
承
知
し
ま
す
が
、
現
時
点
で
は

規
制
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
う
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

・�

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館
の
ホ
ー
ル
休

止
を
踏
ま
え
た
、
市
内
文
化
ホ
ー
ル
の

維
持
管
理
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

「香害」への対応と 
その原因物質による 
環境問題

是永　宙 議員

広
域
避
難
所
で
の
受
付
時
に
申
し
出
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
災
害
時
要
配
慮
者
の
方
と
同
様

の
生
活
ス
ペ
ー
ス
の
割
り
当
て
を
検
討
し
て
い 

ま
す

答
「
香
害
」
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

「
香
害
」
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

の
災
害
避
難
時
の
退
避
ス
ペ
ー
ス

の
災
害
避
難
時
の
退
避
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
で
は

が
必
要
で
は

問

18高島市議会だより 2025. 第101号

代 表 質 問一 般 質 問



問
J‌

R
近
江
今
津
駅
周
辺
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
現
状
の
進
捗
状
況

と
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
将
来
像
を
描
い
て

い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

令
和
2
年
度
か
ら
地
域
資
源
に

関
す
る
基
礎
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
利
点
や
課
題
の
把
握

に
努
め
た
ほ
か
、
市
場
調
査
や
事

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
地
域
団
体
や
事
業
者

の
皆
様
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
ま

ち
づ
く
り
構
想
の
策
定
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
将
来
像
に
つ
い
て
は
、

駅
か
ら
徒
歩
2
分
で
琵
琶
湖
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
立
地
や
、
観
光

資
源
・
商
業
機
能
が
徒
歩
圏
内
に

集
積
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
地

域
の
大
き
な
強
み
で
あ
り
、
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
人
の
流
れ

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
商
店

と
の
連
携
に
よ
る
特
産
品
の
販
売

促
進
な
ど
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
近

江
今
津
駅
周
辺
地
域
を
一
つ
の
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
面
的
に
活
用
す

る
こ
と
が
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
資

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
県
関
係
者
と
協
議
し
、
駅
前
整

備
を
県
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
商
工
観
光
部
長

近
江
今
津
駅
周
辺
に
は
、
警
察

署
や
保
健
所
な
ど
県
の
施
設
も
点

在
し
て
お
り
ま
す
。
近
江
今
津
駅

周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を

策
定
す
る
上
で
は
、
地
域
団
体
や

事
業
者
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
県
と
も
情
報
共
有
、
意
見
交

換
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
県
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
、
県
施
設
の
今
後
の
方

針
等
が
現
在
不
明
で
あ
り
、
共
同

し
て
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

に
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
の
情

報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
若
い
人
達
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
そ
の
若
い
人
達
が
働
く
世
代

に
な
っ
た
時
に
、
駅
周
辺
の
整
備

が
で
き
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
商
工
観
光
部
長

今
ま
で
活
動
・
活
躍
さ
れ
て
き

て
い
る
地
域
関
係
団
体
の
ご
意
見

も
大
切
に
し
、
今
後
を
担
う
若
者

世
代
の
ご
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

ど
ち
ら
か
に
片
寄
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
若
者
世
代
の
参
画
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
上
で
は
十
分
に
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
、
参
画
の
仕

組
み
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

・�

熱
中
症
対
策
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

JR 近江今津駅周辺整備
計画について
―高島市の玄関口としての機能 
向上の取組の現状と今後の予定―

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
人
の
流
れ
を
創
出
す

る
こ
と
で
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
、
近
江
今
津
駅
周
辺
地
域
を
一
つ
の

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
面
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

答
J
R
J
R
近
江
今
津
駅
周
辺
整
備
計

近
江
今
津
駅
周
辺
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

画
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
将
来
像
を
描
い
て
い
る
の
か

う
な
将
来
像
を
描
い
て
い
る
の
か

問

吉里 浩恵 議員
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問
総
合
評
価
の
一
般
競
争
入
札
と

す
る
場
合
、
複
数
の
入
札
参
加
者

が
担
保
さ
れ
る
か
。

答
環
境
部
長

事
業
者
選
定
委
員
会
で
、
公
平

性
や
競
争
性
を
確
保
し
、
価
格
・

技
術
提
案
・
施
工
実
績
等
を
総
合

的
に
評
価
し
適
正
に
選
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
守
山
市
の
「
4
グ
ル
ー
プ
参
加
」

の
入
札
結
果
で
は
運
営
費
20
年
間
で

85
億
円
と
、
本
市
の
基
本
計
画
概

算
1
3
7
億
円
に
比
べ
安
価
だ
が
。

答
環
境
部
長

人
件
費
の
高
騰
等
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
大
津
市
の
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
者
が
、
高
島
の
事
業
所
生
ご
み

残
渣
を
収
集
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
市
と
の
協
議
に
な
って
い
る
か
。

答
環
境
部
長

法
に
基
づ
く
協
議
を
大
津
市
と

行
い
、
同
意
を
得
て
実
施
さ
れ
、

現
在
5
事
業
所
が
委
託
し
て
お
り
、

令
和
6
年
度
で
は
1
2
2
t
の
生

ご
み
残
渣
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

問
市
の
一
般
廃
棄
物
が
1
2
2
t

減
っ
た
こ
と
に
な
る
。
受
入
れ
の

余
裕
は
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
更

に
事
業
所
も
増
や
し
、
家
庭
ご
み

に
も
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
環
境
部
長

引
き
続
き
市
内
の
事
業
所
に
は

更
な
る
生
ご
み
の
減
量
化
等
の
周

知
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
、

家
庭
の
生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
収

集
運
搬
体
制
の
再
構
築
や
予
算
な

ど
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
「
紙
お
む
つ
」
の
分
別
収
集
は
進

ん
で
い
る
か
。
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者

と
の
意
見
交
換
は
、で
き
て
い
る
か
。

答
環
境
部
長

分
別
収
集
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、

「
紙
お
む
つ
」
は
全
て
可
燃
ご
み
と

し
て
処
理
し
て
お
り
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
者
と
の
意
見
交
換
は
現

在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
こ
れ
か
ら
も
行
う
考
え
は
な
い

の
か
。

答
環
境
部
長

環
境
省
に
お
い
て
は
、
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
適
切
な
分
別
回
収

等
、
再
生
利
用
の
促
進
を
考
え
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
今
後
の

再
生
処
理
技
術
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
事
業
者

と
の
意
見
交
換
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
建
設
費
高
騰
の
中
、
防
衛
省
補

助
を
あ
て
に
建
設
に
突
き
進
ん
で

も
よ
い
の
か
。
慎
重
に
、
経
費
比

較
し
議
会
や
市
民
に
明
ら
か
に
し

て
説
明
を
す
べ
き
で
は
。

答
市
長

物
価
高
や
人
件
費
の
高
騰
も
あ

り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
経
費
比

較
を
し
て
市
民
に
示
し
て
ま
い
り

ま
す
。

・�

マ
キ
ノ
小
学
校
の
統
廃
合
と
新
築

は
、
住
民
合
意
を

そ
の
他
の
質
問

新ごみ処理施設建設
の進捗と課題、今後の
取組み方針を問う

福井 節子 議員

物
価
高
や
人
件
費
の
高
騰
も
あ
り
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
経
費
比
較
を
し
て
市
民
に
示
し
て
ま
い

り
ま
す

答
建
設
費
高
騰
の
中
、
慎
重
に
経
費

建
設
費
高
騰
の
中
、
慎
重
に
経
費

比
較
し
議
会
や
市
民
に
明
ら
か
に

比
較
し
議
会
や
市
民
に
明
ら
か
に

し
て
説
明
を
す
べ
き
で
は

し
て
説
明
を
す
べ
き
で
は

問
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問
高
島
市
の
平
和
教
育
の
ね
ら
い

を
問
う
。

答
教
育
指
導
部
長

戦
争
を
直
接
体
験
し
て
い
る
世

代
の
方
々
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち

が
戦
争
の
悲
惨
さ
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
二
度
と
起
こ
さ
な
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
も
ち
、
平
和
の

大
切
さ
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
い

で
く
れ
る
よ
う
、
平
和
教
育
の
充

実
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
平
和
学
習
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
問
う
。

答
教
育
指
導
部
長

す
べ
て
の
小
学
校
で
、
修
学
旅

行
は
広
島
を
訪
れ
、
原
爆
資
料

館
で
被
爆
の
歴
史
や
悲
惨
さ
を
学

び
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
平
和
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
校

で
は
、
修
学
旅
行
で
沖
縄
を
訪
れ
、

戦
跡
を
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
じ
、
戦
争
の
記
憶
や
平
和
の

尊
さ
を
学
ぶ
学
校
や
、
社
会
科
の

授
業
な
ど
を
通
じ
て
、
戦
争
の
背

景
や
原
因
、
戦
争
に
至
る
過
程
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、
平
和
に
つ
い
て

主
体
的
に
考
え
、
学
び
が
深
ま
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
も
あ

り
ま
す
。

問
体
験
活
動
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
実
施
し
て
い
る
か
問
う
。

答
教
育
指
導
部
長

滋
賀
県
平
和
祈
念
館
訪
問
や
、

出
前
授
業
を
受
け
、
県
内
で
起
こ
っ

た
戦
争
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
学
校
で
は
、
人

権
集
会
や
文
化
祭
な
ど
の
場
を
活

用
し
、児
童
生
徒
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
平
和
の
思
い

や
考
え
を
発
信
す
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。

問
地
元
・
地
域
と
の
連
携
は
ど
う

か
問
う
。

　
　
教
育
指
導
部
長

戦
時
中
の
様
子
を
知
る
学
習

で
、
地
域
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
地
域
探
訪

を
実
施
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
和
学
習
の
ま
と
め

の
発
表
会
に
、
地
域
の
方
々
に
参

観
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
行

う
学
校
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、「
高
島
市
戦
争
犠
牲

者
を
追
悼
し
、
平
和
を
誓
う
市
民

の
集
い
」
で
は
、
次
世
代
戦
跡
訪

問
研
修
を
終
え
た
中
学
生
が
、
地

域
の
方
々
に
平
和
へ
の
思
い
を
発

表
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
と
の
連
携
の
形

は
様
々
で
す
が
、
地
域
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平
和

教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・�

子
ど
も
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
さ
せ
な
い
A‌

I
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ア
プ
リ
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う そ

の
他
の
質
問

答

高島市の小中学校での
平和教育について伺う

平
和
教
育
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

答
高
島
市
の
平
和
教
育
の
ね
ら
い

高
島
市
の
平
和
教
育
の
ね
ら
い

を
問
う

を
問
う

問

藍原　章 議員
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令和 7 年 9 月定例会 議案審議結果一覧令和 7 年 9 月定例会 議案審議結果一覧（全員賛成分）（全員賛成分）

令和 7 年 9 月定例会 審議結果一覧令和 7 年 9 月定例会 審議結果一覧（賛否が分かれた案件）（賛否が分かれた案件）
○…賛成　●…反対　－…議長職務 	 【会派の名称】共産党→日本共産党高島市議団　公明会→高島公明会　

会　　　　　派　　　　　名 市民クラブ
すばる 共産党 真志会

公
明
会

無所属

案　　　件 結 果

髙
木 

広
和

是
永
　 

宙

藤
田
　 

昭

井
上
佳
郎

松
木
純
子

清
水
大
粋

福
井 

節
子

森
脇
　
徹

磯
部 

亜
希

澤
本
長
俊

藍
原
　
章

廣
部
真
造

吉
里
浩
恵

吉
見
　
大

髙
取
誠
隆

河
越
安
実
治

議第50号 令和6年度高島市一般会計歳入歳出決
算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議第51号 令和6年度高島市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議第52号 令和6年度高島市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議第64号

高島市新旭水鳥観察センターの設置
および管理に関する条例を廃止する
条例案

原案可決 ○○ ○ ○ ○○ ● ● ○○ ○ ○ ○○ ○ －高島市新旭水鳥観察センターについ
て、近年利用者の低迷が続いているこ
とから、本年度末をもって用途廃止す
ることに伴い、条例を廃止するもの。

案　　件　　名 結果

㆟事 諮第１号から
諮第４号まで 人権擁護委員候補者の推薦について 適任者と

認める

議
　
決

議第49号

契約の締結につき議決を求めることについて（市道梅原線擁壁法面改修工事（第2工区））
原案可決契 約 金 額　227,289,700円

相 手 方　株式会社桒原組
工 事 内 容　法面工、排水構造物工、舗装工他　1式

決
算
認
定

議第53号 令和6年度高島市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議第54号 令和6年度高島市水道事業会計利益の処分および決算の認定について 原案可決 
および認定

議第55号 令和6年度高島市下水道事業会計利益の処分および決算の認定について 原案可決 
および認定

議第56号 令和6年度高島市病院事業会計決算の認定について 認定

条
　
例

議第57号 高島市議会議員および高島市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決

議第58号

高島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決
仕事と生活の両立支援の拡充に向けた取組として、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福
祉に関する法律の一部改正および地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正により、時間外勤務免除対
象者の拡充および仕事と育児・介護の両立支援制度に係る情報提供等の措置がなされたことに伴い、所要の改
正を行うもの。

議第59号

高島市職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例案
原案可決仕事と生活の両立支援の拡充に向けた取組として、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福

祉に関する法律の一部改正および地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正により、部分休業制度の拡
充がなされたことに伴い、所要の改正を行うもの。	

議第60号
高島市集会施設の設置および管理に関する条例を廃止する条例案

原案可決高島市集会施設「高島横山集会所」について、当該施設を解体することで地元区と協議が整ったことから、本年
度末をもって廃止することに伴い、条例を廃止するもの。

議第61号 高島市立学校使用料徴収条例の一部を改正する条例案 原案可決

議第62号
高島市体育施設の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決
新旭体育館に空調設備を設置することから、新たに使用料を設定するため、所要の改正を行うもの。

議第63号
高島市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決令和8年4月1日から介護老人保健施設陽光の里の一部を介護医療院として転換し、100人の入所定員のうち、
60人を既存の介護老人保健施設、残りの40人を介護医療院とするため、所要の改正を行うもの。

予
　
算

議第67号 令和7年度高島市一般会計補正予算（第3号）案 原案可決
議第71号 令和7年度高島市病院事業会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第73号 令和7年度高島市一般会計補正予算（第5号）案 原案可決
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高校生の皆さんと意見交換を行いました。高校生の皆さんと意見交換を行いました。
参加者／高校生 68人、市議会議員 16人参加者／高校生 68人、市議会議員 16人

高島市議会 議会報告会

高島市議会では、市民の皆さんにとって身近で開か
れた議会づくりを推進するために、市民の皆さんのご
意見を直接お聴かせいただく場を設けています。

今年度は令和 7 年 7 月 2 日（水）に、県立高島高等
学校普通科 2 年生の文理探究クラス・B クラスの皆さ
んと、意見交換を行いました。県立高島高等学校の皆
さんとの議会報告会は、昨年度に引き続き 3 回目の開
催となりました。

今年度は高島高校生が取り組まれている探究学習のテーマに沿って、8 つのグループに分かれ意見
交換を行いました。探究学習も始まったばかりであり、高校生の皆さんもテーマを進めるにあたりどん
な情報が必要か、またどのように進めていくか試行錯誤の状態での開催となりましたが、高校生の皆
さんから出る意見は大胆かつ柔軟であり、現状の課題を的確に捉えるものから、高島市の将来の可能
性を切り開く発想など様々なご意見を述べていただき、活発な意見交換となりました。

高校生の皆さんから率直な思いを聞かせていただくことができ、限られた時間ではありましたが、大
変有意義な時間を過ごすことができました。これからの日本の将来を担っていただく若い世代の皆さん
のお考えやご意見を参考に、今後の市議会活動に真摯に取り組んでまいります。

市民の皆様に市議会の活動に対する理解を深めていただけるよう、市民の皆さんにとって「開かれ
た議会」へと今後も歩み続けていきたいと考えています。

最後になりましたが、議会報告会の開催にあたり、ご尽力とご協力をいただきました県
立高島高等学校の教職員と生徒の皆様方に心より感謝申し上げます。

議会広報広聴委員会 委員長　磯部 亜希

議会報告会の結果については、市議会ホームページで公開していますので、是非ご覧ください。

会　　　　　派　　　　　名 市民クラブ
すばる 共産党 真志会

公
明
会
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議第65号

高島市立保育園および小規模保育園
設置条例の一部を改正する条例案

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

少子化による児童数の減少が進む中、適正
な集団での育ちの確保など、将来にわたり、
安定的・継続的に質の高い保育が提供でき
るよう、「高島市子ども・子育て支援あくしょ
ん・ぷらん2025」に基づき、今津東保育園
および古賀保育園について、本年度末をもっ
て廃止するため、所要の改正を行うもの。

議第66号 高島市産業用地開発事業特別会計条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議第68号 令和7年度高島市一般会計補正予算（第4号）案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議第69号 令和7年度高島市国民健康保険特別会
計補正予算（第1号）案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議第70号 令和7年度高島市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第1号）案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議第72号 令和7年度高島市産業用地開発事業特
別会計予算案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※河越 安実治 議員は、議長のため採決に加わらない。
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本会議・予算常任委員会の
模様をインターネットでライブ
配信（生中継）・録画配信して
います。スマートフォン・タブレッ
ト端末からもご覧いただけま
す。　高島市議会のホームペー
ジからアクセスできますので、
ぜひ一度、議会の様子をご覧
ください。

高島市議会

本会議・常任委員会は、原則
一般公開しています。ぜひ、お
気軽に傍聴にお越しください。

イインンタターネーネッットト中中継継をを
ご覧いただけますご覧いただけます！！

議会の

ミテミテ市議会

キテキテ市議会

高校生の皆さんと意見交換を行いました
　7 月 2 日、県立高島高等学校にて「高島市議会報告会」
を実施しました。
　2 年生文理探求 B クラスの皆さん 68 名と議員 16 名が
参加して、高島高校生が取り組まれている探求学習のテー
マに沿って意見交換を行いました。高校生の視点で自由な
発想や意見を発表していただきました。意見交換会は今年
で 3 年目となりますが、皆さまの貴重なご意見を市政に
反映できるように努めてまいりたいと思います。

 （議会広報広聴委員会　森脇 徹・松木 純子）

議会だよりに関するご意見・ご感想をお待ちしております。（議会事務局：25－8140）今回の表紙写真

令和7年  12月定例会
11
月25日 火 10：00 【本会議】12月定例会開会

12
月

5日 金

10：00 【本会議】一般質問8日 月

9日 火

11日 木 10：00 総務常任委員会

12日 金 10：00 文教福祉常任委員会

15日 月 10：00 産業建設常任委員会

17日 水 10：00 予算常任委員会

23日 火 10：00 【本会議】12月定例会最終日

上記日程は、変更する場合があります。
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